（その１）

別に予想屋をやっているわけではありませんが、というサブジェクトで
 

 　偶然かも知れませんが、私はバラク・オバマが立候補をした直後からヒラリー・クリントンに勝つという予想を公にしていました。また、今回の小沢氏の対検察の問題についても、多くの私の周辺の方々が「検察は小沢の逮捕を許諾請求をする」という予想をしておられましたが、私は「あり得ない」と断言し、またそれを公にしていました。また、今回のトヨタ・プリウス問題についても、朝日新聞出版社から出した私の「天才頭脳のつくり方」という本の中で起こり得ることと書いておりました。
（その２）　
別に私は神様ではありませんので、将来を予測する能力はありません。ただバラク・オバマに関しては、バラク・オバマがHarvard Law SchoolのStudentの時にHarvard Law Reviewの委員長として発揮した深刻な人種問題の処理能力につき私が知っていたということ、同じHarvard Law School出身者として知っていたということ。また検察対小沢の問題については、小沢側のDefenseがCashで４億円持っていたという点であったということから、恐らく検察はこのDefenseを崩すのは難しいだろうと弁護士として思ったことです。またトヨタのプリウス問題については、何故トヨタがアメリカでリコールしながら 欠陥であることを議会の公聴会でも認めないのかについては、今色々と差し障りがあり詳しくは申せません。またメルマガの性格上、書くことも不適切だと思いますので差し控えます。いずれ時が来れば、つまりマスコミ等で報道されるようになれば私のメルマガで申し上げる時が来ると思います。
 　このように私は少しの他の人が知らない情報と自分の経験あるいは職業的経験に基づく合理的推測から、まず恐らくそうなるであろうと思った時には予測を公言することにしております。

　付言致しますと、小沢対検察の問題については、いわゆる論理学で言う不存在の証明は何人といえども不可能である、ということから合理的に推測された結果です。
以上
